
重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価

基礎・基本
の徹底と授
業改善

・指導方法の工夫
改善を図る。

・補習や補充学習
を充実する。

・「未来を切り拓く力の育成　～主体的・対話的で
深い学びの実現に向けた授業改善～」を研究テーマ
とし、ICT機器を活用した学習指導の工夫を取り入れ
る。
・「本時の目標」と「振り返り」を取り入れた授業
を行い、生徒の学びに対する自己調整能力を高める
指導を行う。
・全教科において「シラバス」を配布し、見通しを
もった学習指導を行う。
・「授業参観weeks」で、全職員が互見授業を行い、
「生徒の学びの姿」を授業改善に繋げる。
・校内研修会及び、研究授業を積極的に行う。
・毎日の終礼学習で基礎学力の定着を図る。
・週２回のコミュニケーション・トレーニングを実
施し、主に「話す力」「聞く力」「書く力」を高め
る。
・テスト前や長期休業中に、学習相談日を設定し、
個に応じた指導を充実させる。

・生徒アンケートにおいて、「授業
は分かりやすく楽しい」の項目で、
肯定的評価が80％以上を目指す。
・生徒アンケートにおいて、「先生
は、教え方にいろいろ工夫してい
る」の項目で、肯定的評価が90％以
上を目指す。
・生徒アンケートにおいて、「コミ
トレを通して書く・聞く・話す力が
より身についたと思う」の項目で、
肯定的評価が80％以上を目指す。

A

・「授業は分かりやすく楽しい」という項目では、生徒の肯定的な評
価の割合は84.8％、「先生は、教え方にいろいろ工夫している」の項
目では、生徒の肯定的な評価の割合は93.8％となり、目標数値を上回
る結果となった。「授業参観weeks」として今年度新たに行った取り組
みでは、様々な学年や教科の授業を職員が参観し合い、授業改善に繋
げた成果だと考えられる。また、週２回のコミュニケーション・ト
レーニングでは、「書く・聞く・話す力がより身についたと思う」の
項目で、生徒の肯定的な評価の割合は81.3％となり、目標数値を上回
る結果となった。
・補習や補充学習の充実に関しては、テスト前や長期休業中には、全
学年で学習相談日を設定し、個に応じた指導を行った。また、１年生
においては、毎日昼休みの時間を利用して「質問教室」を開放し、学
習に関する質問を受ける場を設定した。３年生においては、「受験必
勝プリント」と題して５教科のプリント課題を各フロアに配置した
り、放課後は毎日学習室を開放したりするなど主体的に学習する機会
を設けた。さらに、終礼学習の時間を１０分から２０分に増やすこと
で、基礎学力の定着を図った。

・校内研修会及び、研究授業を積極的に行い、さ
らなる授業改善に努める。
・オンラインによる授業を含め、ICT機器をより効
果的に活用する。
・ミライシードを積極的に活用し、学力向上に繋
げる。

・子どもたちにとってどういった授業が分かりやすい
か、わかりにくいかを検証する必要がある。授業改善
の根幹ともいえることなので各教員が意識して取り組
む必要がある。　　　　　　　　　　　           ・
コミュニケーショントレーニングの取り組みはすばら
しいが、学力向上に反映できればよいと思う。
・「めあての明示」、「振り返り活動」を徹底して、1
時間ごとに何をわかればいい時間なのかを明確にして
いくことが大切である。　　　　　　　　・教師が今
までのやり方を変えていくことにエネルギーを使う必
要がある。　　　　　　　　　　　・必要に応じてし
なやかに対応できる力を教師が意識改革する必要があ
る。

学習習慣の
獲得

・家庭学習を充実
させ、学習意欲を
向上させる。

・My学ノートの内容充実を図るため、学習委員会を
通して学年に応じた目標を設定する。
・学期ごとに各教科の学習内容と家庭学習の方法を
プリントにして配布する(シラバス)。
・長期休業などの課題は、計画を立てられるように
めやすを示す。
・生徒、保護者ともに宿題が分かるように連絡帳の
記入を徹底させる（朝読書や終礼学習などの時間を
使って連絡帳チェックの時間にする）。
・振り返りの一つとして宿題を授業の最後で少し
行ったりタブレットで配布するなどの工夫を行う。
・週末課題の提出日が月曜に偏るので、教科で提出
日をずらす。
・教科ごとのまとめレポートなどは、個々の能力に
応じた課題などの工夫をする。

・毎日の家庭学習の時間が１時間以
上の生徒を６５％に増加させる。
・課題を提出している生徒を80%以上
にする。

B

・学校の授業時間以外の勉強時間１時間以上の生徒が57.4％と、前年
（57.6％）より0.2％減少した。一昨年（64.3％）と比較すると6.9％
も低く、家庭学習の習慣が身についていない生徒が昨年から急増し、
そのまま継続していることがわかる。しかし、学年別で見ると、１年
生が56.4％（前年55.0％）で微増、２年生が42.4％（前年47.8％）で
5.4％減、３年生が73.2％（前年72.1％）で微増しているので、２年生
の学習習慣が大きな課題である。
・「全くしない」と回答した生徒が10.0％と、前年（8.2％）よりも
1.8％増加している。一昨年度（10.2％）よりも0.2％減少している
が、「全くしていない」生徒に少しでも取り組ませるかが課題であ
る。
・テスト前課題や長期休みの課題などを一日で一気にしてしまう生徒
もいるので、計画を立てて毎日少しずつ取り組む力を付けさせること
も課題となる。

・毎日の家庭学習の時間が１時間以上の生徒を
60％に増加させる。
・課題を提出している生徒を80%以上にする。
・スクールタクトやミライシードなどを活用す
る。
・よくできたときは褒めてやる気を伸ばす。
・何をしたらいいのかわからない生徒も多いの
で、マイ学やノートの良い例などを示し、取り組
みやすい環境を整える。
・毎日勉強をする習慣がつくような課題の出し方
を工夫する。

・家庭学習の基盤は家庭にある。家庭の協力なしでは
効果的に取り組めない。啓発活動が大切ではないか。
・教師側も宿題の出し方について考える必要がある。
また、親に分かる宿題の出し方も検討すべきである。
・教師が学習の遅れている生徒に対して、期間を決め
て学習をみるおぎない学習を実施していくのも効果的
である。　　　　　　　　　　　　　　　・家庭学習
の必要性や時間の使い方など、子どもに必要性を理解
させ、改善策を考えられるようにうながすよう指導で
きないか。

読書活動の
充実

・読書活動の習慣
化、定着化を図
る。
・読書活動を充実
させ、語彙力の獲
得を図る。

・コロナ対策をしながら月・水・金の朝と昼休みに
開館する
・朝読書用集団読書を新たに購入して配架する
・年度末に貸出数の多かった生徒を表彰する
・年度当初、国語科の授業で全クラスに図書館の利
用指導を行う
・読書の記録「読書貯金」で読書の習慣化を目指す
→シール配布
・新聞の開架・学級図書の増加
・校外学習や職業調べ、修学旅行用の資料をさらに
充実させ、総合的な学習の時間等でも図書館を利用
する
・「図書館だより」「学校だより」「ホームペー
ジ」で学校での読書活動の取り組みを紹介し、家庭
での読書習慣につなげる
・NIEワークシートを開架、配布
・生徒、教師のアンケートよる蔵書選定
・学習委員会の図書週番（貸出手続き）を再開する
→業務後のアルコール消毒の徹底
・特別支援学級生徒の「自立活動」として、廃棄本
の廃棄処理や読書貯金通帳などの作成
・コロナ対策をした学習委員による「図書館まつ
り」を行う

・年間貸出8000冊
・生徒アンケート「学校は読書に力
を入れている」70％以上を目指す
・保護者アンケート「読書に親しむ
機会を設けている」70％以上を目指
す

A

・１２月末年間貸出数17,688冊となり、目標を大幅に達成した。
・月水金の開館には、朝は１０人程度、昼は３０人弱程度の来館がある。
・生徒アンケートより「朝の読書や図書館利用など読書に力を入れている」
と回答した生徒64.1％で、目標には届かなかったが、昨年より3.4％上がっ
た。貸出は増えたが、たくさん借りても読まずに返却する様子もある。
・保護者アンケートより「学校は積極的に読書に親しむ機会を設けている」
と回答した保護者は68.3％で、目標には届かなかったが、昨年より7.2％上
がった。また、「学校の図書館で本を借りている」と回答した保護者は
39.2％で、昨年より5.4％上がった。その一方で「子どもは家で読書をしてい
る」と回答した保護者は、昨年とほぼ変わらず30％にとどまっている。「部
活動や塾などで忙しくなった」「家では本よりスマホやゲームに時間を割い
ている様子がある」「本は借りても読んでいない」という意見がある。
・学習委員会による図書館の開館、国語科授業での図書館利用、読書貯金の
指導も１年生から定着しつつある。NIEワークシートや漢字検定、英語検定の
過去問題集の活用のために積極的に来館する生徒が増えた。
・学習委員会による「図書館まつり」もクイズを考える等、メイプルさんと
協力して、感染対策をしての開催が３年ぶりにでき、「学校だより」にもそ
の様子をお知らせすることができた。
・司書による毎月の「図書館だより」は継続している。
・蔵書選定はアンケートを行ったが回収ができなかった。
・特別支援学級生徒「自立活動」として、読書貯金通帳の作成、廃棄本の処
理等の作業が生徒の就労へのイメージづくり、就労への姿勢を考える機会に
なった。
・メイプルさんの読み聞かせは学年に合った内容で、生徒の反応もよかっ
た。

・朝読書の集団読書を、各自が図書館で借りた本
を朝読書で読む方向に変えていく。
・学習委員会による「図書館まつり」PR方法を考
える。(お昼の放送など)
・蔵書選定は１学期終業式の午後などに巡回図書
を行う。
・定期的に学校だより、学年だより、HPに取組み
をお知らせして保護者に学校での取組みを知って
いただく。

・場所が遠い、時間がないなど図書室に行くことが面
倒な生徒もいるので移動図書室(コンテナ等で教室をま
わる)を導入して気軽に本を手にできる環境づくりをし
てみてはどうか。　　　　　　　　　・朝読書や給食
の準備中の読書が徹底できると良いのではないか。
・図書館まつりを司書やボランティアだけでなく、生
徒会の委員会で盛り上げることができないか。
・授業等で積極的に図書室の利用をすすめてほしい。
・読書感想文コンクールやおすすめ本の紹介など、引
き続き取り組んでいただきたい。

不登校への
対応

・不登校生徒数を
減少していけるよ
うに、個々に応じ
たきめ細かい対応
をする。
・一人ひとりの生
徒や家庭がなんら
かの形でどこか
（誰か）とつなが
れるようにする。

・週1回の不登校係会で現在の状況や取り組みの情報
交換を行い、個々の生徒や保護者への対応を検討･検
証し、学年会との連携をはかる。
・養護教諭と連携し、情報共有をはかる。
・別室や地域の方との連携をはかり、教室や学校に
入りにくい生徒の居場所づくりに努める。
・別室を充実させ、学年との情報共有をはかる。
・関係機関や小学校との連携を深める。
・特別支援の視点を取り入れて指導やサポートを行
う。
・教材研究を重ね、わかる楽しい授業づくりにつと
める。
・学活、総合などの活動や学級通信などを通じ、ク
ラスでの居場所をつくる

・生徒アンケートにおいて「学校に
行くのが楽しい」と回答する生徒の
割合を80％以上にする。
・「先生は生徒の悩みや不安に親身
になって相談にのってくれる。」を
85％以上にする

A

・「学校に行くのが楽しい」と回答した生徒の割合は80.3％で、昨年
の71.1％より大幅に上昇した。
・「先生は生徒の悩みや不安に親身になって相談にのってくれる」と
回答した生徒の割合は85.8％で、昨年より6.6ポイント上昇した。
・別室が昨年に引き続き機能し、教室に行けない生徒の居場所とな
り、教室復帰に繋がった事例が見られた。
・関係機関やSC・SSWと連携し、ミニケース会議を開いて支援方法を共
有した結果、別室登校できるようになった事例も見られた。
・養護教諭や不登校支援員をはじめ、さまざまな職員が別室生徒や不
登校傾向生徒と関わることができた。
・特別支援コーディネーターとも連携し、学習面を中心にTTでの指導
や通級指導など、個々の生徒の状況に応じてサポートできた。
・民生委員のお力添えをいただいて、荒牧センターを「ほっこり広
場」として活用し、不登校生の居場所にすることができた。

・別室の居場所としての機能をさらに充実させて
いく。
・関係機関やSC・SSWとの連携をさらに進める。
・引き続き多くの教職員で生徒に関わり、サポー
トやケアリングに努める。
・特別支援教育の面からのサポートもさらに充実
させていく。
・地域の人材活用を持続可能な形にしていく。

・不登校生徒が依然多i現状がある。発生率も高いと聞いて
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　・いじめを原
因とする不登校の増加が世間では話題となっている。単純に
いじめ問題と片付けられず、生徒指導担当、不登校担当との
連携を視野に入れた指導を徹底していただきたい。
・小学校時代からのいじめなどは、入学後に適切に対応でき
るだけの情報を小学校と共有し個別に対応するなど、子ども
たちが安心して学校生活を送ることができるようにしていた
だきたい。　　　　　　　　　　・ほっこり広場の運営は大
変かもしれないが、家から出られない生徒をひとりでも生活
改善する目的で開始したのだから、今年度、投書できるよう
になった生徒には、継続的に支援できる策を考えて、続けて
ほしい。

生徒指導
・組織的な生徒指
導に取り組む。

・生徒指導係会を定期的に開催し、情報交換を密に行うと
ともに、係会の確認事項を学校・学年での共通理解事項と
する。
・職員間で連携を図り、全職員が同一歩調で生徒指導を行
う。
・報告・連絡・相談体制を整え、生徒指導事案の情報共有
を図る。
・関係機関やSSW、SCと連携して生徒指導に取り組む。
・問題行動が起こったときだけでなく、普段からきめ細か
く対応し、生徒理解に努める。
・生徒会と連携し、校則について見直しを行う。

・保護者、生徒アンケートにおいて
「学校は適切に生徒指導をしてい
る」と回答する割合を保護者、生徒
とも90％以上にする。
・教職員アンケートにおいて「組織
的に対応できる体制が整っている」
と回答する割合を90％以上にする。 A

・「学校は適切に生徒指導している」と回答している割合が、保護者
90.4％、生徒90.1％と目標を達成することができた。
・教職員ｱﾝｹｰﾄにおいて「組織的に対応できる体制が整っている」と回
答する割合が91.9％と目標には届いたが、昨年の94.8％から2.9％下
がった。
・関係機関やSSW、SCと連携して生徒指導に取り組めた。

・生徒指導事案の情報共有をより一層図るとともに、
家庭訪問や教育相談を通じて、普段から丁寧かつきめ
細かい対応に努める。
・特別支援教育の面からのサポートもさらに強化して
いく。
・指導後も適宜声かけをするなど、ケアに努める。
・生徒指導係会で情報共有したことを学年内や学年相
互で共有し、報告・連絡・相談体制を進める。
・関係機関やSSW、SCとの連携を今後も継続して進めて
いく。
・生徒会とも協力し、学校作りを進めていく。

・職員室での状況をみると、学年内や学年相互の連携
は出来ていると考えている。適切な生徒指導を行うた
めに、職員間のコミュニケーションをとり、今後も積
極的に連携して取り組んでいただきたい。
・最近の事案は、学校内だけの対応が難しいと聞いて
いる。情報を共有するためにも、引き続き、sswやsc、
愛護センターや総合教育センターなどの、関係機関と
の連携強化をお願いしたい。
・学校に対する苦情については、今後も学校指導課と
も連携しながら、保護者に真摯に向き合って対応して
いただきたい。

いじめへの
対応

・いじめの未然防
止、早期発見、早
期対応に取り組
む。

・いじめアンケートを実施し早期発見に努めるとと
もに、個人ノートの活用など、普段の生活より入念
な生徒観察を行い、心に寄り添う指導を心がける。
・生徒や保護者の訴えやアンケートをもとに教育相
談を行い、早期対応に取り組む。
・いじめ事案については、担任1人で抱え込まないよ
うに、報告・連絡・相談体制を整え、学年や学校で
連携し、継続した指導や見守りを行う。
・ＱＵアンケート等を活用し、いじめの未然防止に
努めるとともに、いじめの認知件数を増やし、いじ
めの芽を摘む。
・生徒指導講演会を実施するなど、ＳＮＳのいじめ
への啓発活動を行う。
・タブレットの使い方について周知する。

・いじめアンケートにおいて、「い
じめられていると感じる」生徒を0％
にする
・「学校へ行くのが楽しい」と回答
している生徒を80％以上にする。
・「先生は相談に乗ってくれてい
る」と感じる生徒を85％以上にす
る。 A

・いじめアンケートを実施し、教育相談を行っていじめの実態把握と
未然防止に努めた。
・いじめアンケートの結果「いじめられていると感じる」生徒が0％に
ならなかった。
・「学校へ行くのが楽しい」と回答した生徒が71.1％と昨年度より
1.2％上がった
・「先生は相談に乗ってくれる」と感じる生徒が85.8％と、昨年よ
り、6.6％上昇し、目標を達成した。
・関係機関やSSW、SCと連携していじめへの対応に取り組めた。

・いじめアンケートの結果を学年間で共有を図
り、組織的かつ迅速な対応に努める。
・教育相談後も生徒観察や見守り活動を行い、生
徒のケアに努める。
・学級が安心、安全で心の居場所となるような学
級経営について研修を行う。
・担任1人で抱え込まないように、報告・連絡・相
談体制を進め、学年で連携して生徒理解に努め
る。
・関係機関やSSW、SCとの連携を今後も継続して進
めていく。

・携帯電話の使い方が元となる生徒指導事案が後を絶たない
と聞いている。情報モラルの観点で、生徒だけでなく、保護
者の危機意識を高める必要がある。　　・アンケートを定期
的に実施し、活用することにより早期発見に繋げてほしい。
・教育相談で生徒全員と担任が話ができる機会があるのはよ
い。ただ、担任と心を開いて話ができないこともあるので、
多くの先生方での見守りや、ことばがけ、情報共有を適宜行
えるような環境が必要と思われる。
・クラスの生徒という捉え方だけではなく、学年や学校で情
報共有が必要なときは、しっかりと組織で対応してほしい。
いじめに対する教師側の気付きを見逃さないよう、生徒観察
をしっかり行っていただきたい。また、先生方には「いじめ
に関する研修」等で研鑽していただきたい。

道徳教育の
充実

・｢心の教育｣を推
進する。

・道徳授業において生徒一人ひとりの考えや思いを
見取れるような、中心発問・授業展開を行えるよ
う、研究と研修を行う。
・学年通信や学校通信を活用して、道徳の内容を保
護者に伝える。
・三者懇談など保護者と対面するときに、話題とし
て道徳ノートなどを提示し、学習状況の共有を行
う。
.道徳の授業を中心にすべての教育活動を通じて、命
のたいせつさ、相手を思いやる心を育む。
・一月分の指導案を学年会で提案するなどし、指導
案の質の向上や教職員の内容理解を促す。
・教科書の教材を効果的に活用して道徳授業を行
う。

「自分を大切にすることや、他の人
への思いやりについて教えてもらっ
ている」の割合を各学年85％以上に
する。(R3  8２％)

A

「自分を大切にすることや、他の人への思いやりについて教えても
らっている」の割合が全学年の平均で89.7％であり、85％を超えた。
(１年生94.4％ 2年生90.6％ 3年生83.7％)
ローテーション道徳などを通じ、道徳の授業の発問の検討などを行う
ことができた。各学年での取り組みになるため、今後学校全体での取
り組みに繋げる必要がある。
保護者に対して、オープンスクールや懇談、学年通信や学級通信を通
じて道徳授業のあり方を見てもらう機会を設けた。
教科書の教材を用いた授業はもちろん、兵庫県版副読本の活用や阪神
淡路大震災に関連したろうそくへのメッセージ書きなど、地域と連携
した授業も展開できた。

学校単位で道徳の授業のあり方を考えたり、授業
力の向上に繋がったりするような研修計画を、年
度当初から年間計画に組み込み、特に夏休みの研
修会などで、学校が一丸となるような道徳教育の
推進を行う。
オープンスクールでの道徳授業参観は継続する。
道徳教育は道徳の授業を中心とした、学校生活全
体を通して行うという意識を改めて浸透させ、思
いやりや命を大切に思う気持ちを育むようにす
る。
町の先生などの制度を活用し、外部から命や人権
に関連するような講話をおこなってもらう。

・「道徳の教科化」が導入され、各学年計画的に指導
を行っていると聞いている。引き続き、教師側の授業
力向上や道徳観の向上をさせるとともに、校内研修等
を入念に行った状態で指導にあたっていただきたい。
・道徳には、学校の担うところと家庭の担うべきとこ
ろがある。この部分を明確にした指導を行うべきであ
る。
・道徳を教科として扱うことで、道徳の評価が通知票
に記載されるが、担任の主観だけにならぬよう、研修
を充実させる必要があると思われる。
・子どもの考え方を尊重し合える学びの環境作りが必
要なのではないか。

体力の向上

・自ら進んで体力
を向上させようと
する生徒を育て
る。

・体育の授業を通して、体力の向上を図るとともに
自己の健康面に対する意識を高める指導を行う。
・部活動では競技力、体力の向上に努める。
・教師からの説明を分かりやすく簡潔にまとめ、活
動時間を増やす。

・スポーツテストバッジ受賞者は3年
生37％、2年生27％、１年生12％を目
指す。
・保健だよりについては、熱中症や
インフルエンザなどの主要なものに
ついてもＨＰに掲載し、より細かい
情報を発信する。 A

スポーツテストバッジの受賞者数は、3年生が38％、2年生は33％、1年
生は12％で目標は達成することができた。また、保健だよりも定期的
に発行したことが、生徒の健康や体力の向上につながった。さらに、
体力の向上に関するアンケートに対して、生徒は91.5％が肯定的な意
見を回答し、保護者からも92.1％が肯定的な回答を得られている。こ
のことから、体力の向上については良い状況がつくれていると考えら
れる。

・体力の向上に関するアンケートについて、今年
度の肯定的な生徒の回答は91.5％に対し、前年度
は90.9％であった。来年度もこの数値の維持を目
指して授業や部活動での取り組みを進めたい。ま
た、近年、部活動時間が減少しているため、昼休
みや球技大会を利用し、生徒の活動時間を増や
す。
・スポーツテストのランキングの作成や目標設定
などを通して、スポーツテストへのモチベーショ
ンを上げて体力の向上を図りたい。また、低体力
の生徒に対しても授業の中で体力が向上するよう
な活動を増やす。

・最近では外で遊ぶ子どもが少なくなっていることや、数年
にわたる新型コロナウィルス感染防止のため価値宇どうに制
限があったこともあり、子どもたちの体力向上には学校教育
が欠かせなくなっている。今後も体力向上について頑張って
ほしい。                 　   　　　　　    ・部活動の
在り方について、所属や指導について不安があるが、適切に
対応をしていただきたい。教師、生徒双方に有意義な活動に
なるようにしていただきたい。

開
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学校情報の
積極的な発
信

・積極的に学校情
報を発信する。

・オープンスクール週間や、授業参観を実施し保護
者や地域の意見を学校運営に活かす。
・学校だよりを発行し地域にも配布する。
・学校ホームページの更新やGoogleClassroomの配信
を積極的に行う。
・保健だよりなどを通して、健康管理の啓発を行
う。
・アンケート結果や保護者の意見を考慮し改善す
る。
・GoogleClassroomのメール登録家庭数増加の取り組
みを進める。

保護者アンケートにおいて、「学校
の情報を学校だよりやホームペー
ジ、GoogleClassroomを通じて保護者
に伝えている」と回答した保護者の
割合を90％以上とする。
・保護者アンケートにおいて、「学
校は、学習の場として子どもが活動
しやすい環境が整っている」と回答
した割合が80％以上とする。
・保護者アンケートにおいて、「学
校は保護者の願いに応えている」と
回答した保護者の割合が80％以上す
る。
・GoogleClassroomのメール登録家庭
数の割合を全家庭の80％以上とす
る。

B

　「学校の情報を学年だよりやホームページ等を通じて保護者に伝え
ている」では、92.8％、「学習の場として子供の活動がしやすい環境
が整っている」では89.6％、「学校は保護者の願いに応えている」で
は、89.0％の保護者からそれぞれ肯定的な回答を得られた。過去３年
間の経年変化をみると、すべての項目において肯定的な回答が増えて
きており、学校の情報発信においては、一定の成果を得られている。
　
GoogleClassroomのメール登録家庭数の割合では、22.9％（141人／615
人）となっており、メール登録の割合を増やす取り組みが必要であ
る。

　情報発信の評価は得られているものの、ホーム
ページの更新がストップしてしまっている。個人
情報保護の対策をきちんととった上で、情報の更
新やファイルのアップロードを行い、さらなる
「開かれた学校」を目指す。

メール登録について保護者（特に新入生）に説明
し、メール登録数を増やす。

・情報発信については、高い評価を受けているが、ある時期
からHPのアップが止まっている。新入生や転校生の保護者や
生徒、地域の方々への発信が不十分である。個人情報保護の
観点から、どのような工夫や対応が必要なのか新年度に向け
て早急に準備する必要がある。
・GoogleClassroomの配信では、情報発信が充実している。
保護者の登録割合を100％にすることを目標にできるとよ
い。

学
力
の
向
上
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学校関係者評価総括
　
・前年度に比べA評価が多いことが気にかかる。子どもや保護者の評価は、数字的には向上しているが、２年間できなかったことが、ようやくできるようになり、制限のきつかった２年間と比較してであるという、謙虚な受け止めも必要なのではないかと思
われる。特に「学力の向上」では、全国学力調査や３年生の実力テストなど、全国の中でのレベルや市内校との比較をみていると、つけるべき力の定着に尽力していただきたいと考える。子どもの「学校へ行くのが楽しい」という質問に対して、令和２年度
は、69.9％、令和2年度は、71.1％、今年度は、、80.3％である。「わかる　楽しい　やってみよう」の授業ができるように研究、工夫してすることをお願いしたい。そして、学習に対する姿勢は、学校だけでは変えられないので、家庭教育力を向上するた
めの呼びかけ等をPTA活動を通してもアナウンスしていきたい。

次年度に向けた重点的な改善点
・今年度から学校教育目標を一新し、社会の変化にしなやかに対応できる力を「未来を創造する力」と捉え、授業力向上と生徒指導指針についても、学校教育目標の実現を目指した目標とした。わかる授業こそが、最大の生徒指導とし、授業を通して、子ど
もたちの自己肯定感をもたせる仕組みを授業の中につくる土台を研究担当者会を柱に試行錯誤してきた。本校の目指す研究をご指導いただく先生が新しくなり、今まで継続してきた、Q=UやCRTを有効に活用できるようご指導いただいている。これまでの教育
実践の蓄積に基づく授業改善・工夫を目指すが、「めあての明示」「振り返り活動」「教え合い学習」等を引き続き徹底し、子どもたちの知識の理解の質の向上を図り、これからの時代に求められる資質・能力を育んでいく「授業づくり」の構築が必要であ
る。また、生徒指導面の大きな課題である不登校問題では、関係機関との効率的な連携を行うために、教職員の共通理解のもと、足並みを揃えた実践を進めていく必要がある。子どもたちには、これからの時代を生き抜く資質・能力を身につけさせることが
大切であり、荒牧中学校が目指す学校運営を管理職が中心となって、教職員全体へと周知徹底し、学校教育目標の具現化をめざして実践していく。

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

令和4年度　学校評価総括表　　伊丹市立  荒牧中学校                                                                                                   

教育目標 自ら考え、行動し、未来を創造できる生徒の育成　　～感謝する心、確かな学力、健やかな心身を育てる～

重点目標 ①確かな学力の育成　②豊かな心・健康な体の育成　③開かれた信頼される学校づくり

項目


